
GTFSデータを⽤いた情報単元のMM教育プログラムの試⾏

１｜ 背景・⽬的

２｜ 実施概要

４ ｜ 今後の展開

⼟崎伸 東川祐樹 ｜ 株式会社オリエンタルコンサルタンツ

・過度な⼿間をかけずに学習を⽀援（バス⾞両観察、県⼟すごろく等）してきたが、
⻑期展開には、学習効果に加えて利⽤促進にも留意し、双⽅のメリットが不可⽋

３｜ 検証結果

○学校 および交通、双⽅のメリットがえられそうな、GTFSによる学習を試してみる

○ルート検索ゲームを通じ、マップの仕組みを考える ＋ 使い⽅を⾝に着けるプログラムを検討

中村正太 井⽤⼀⾺ ｜ 甲賀市公共交通推進課

学習の狙い︓情報の学習として、ルート検索のために整備されている情報や仕組みを知り、その扱い⽅を考える
＋ Googleマップで検索ができること、その⽅法を理解する

学習の流れ︓まずGoogleマップで、市内の歴史・⽂化施設を効率的に回るゲームを実施し、その体験を踏まえ、
マップで何が調べられたか、そのために必要なデータや仕組みを考える（体験から考察を深める）

・令和３年12⽉に滋賀県甲賀市の⼟⼭⼩学校５年⽣に対し、２時限で実施
課題︓ゲーム範囲が広く、時間内に収まらない⽣徒有／マップの仕組み等の落とし込みが不⼗分 等
成果︓ゲーム形式で⼦供が楽しんで実施していた／初めは難しかったが、使い⽅がしっかり⾝についたと思う

通常の情報単元では実施しないところまで考えられ良い機会だった （担任・校⻑の⾒解）

▼プログラムの流れ

【考察】
・利⽤につながる体験・経験づくり、学習効果を⼀定確認
・タブレット以外の特別なツール・⼈材は不要
⇒GTFSを活⽤したルート検索は、有効性の⾼い素材と考えられる
⇒タブレット活⽤やゲーム形式とすることで、興味・効果が深まる
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・甲賀市ではR2にバスのGTFSデータを整備
しかし、市⺠への浸透が課題（全国的にも課題︖）

公共交通ルート検索を扱う学習プログラムを試作、試⾏

【今後の課題】
・プログラム精度向上︓ゲーム性向上、時間配分・考察部分のわかりやすさ 等
・学習×交通の共創へ ※今回は6年での、公共交通による歴史施設探検箇所を題材に実施
⇒関連する学習との連携で、学校・交通の双⽅に、より効果的な活動へ
⇒検索学習をきっかけに、家庭を巻き込んだお出かけ・地域発⾒機会づくりへ

○⽣徒にとって、楽しんで実施できる体験 ＋ 学習として情報の仕組みを考えられた

学習素材として、社会科の情報にもつながると期待

▼検索作業の様⼦


